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１．はじめに
　創価大学におけるアクティブラーニング（当
時は学生参加型授業と呼称）の組織的な導入･
展開の歴史は、教育･学習支援センター（以下
CETL）の設立から始まる。2000年に開所した
CETLでは、翌2001年1月に中京大学の杉江修
治教授を招き、協同学習を基調にした多人数授
業への対応について研修会を開いた。以来、協
同学習の導入を促進すべく、その年の夏には
高橋一郎経済学部教授（当時、現国際教養学部
長）と筆者をミネソタ大学協同学習センター主
催のワークショップに派遣した。その成果報告
として、翌2002年1月に高橋教授による第1回
の、4月には筆者による第2回の協同学習ワー
クショップが行われた（CETL…Quarterly…No.6
に詳しい）註1。
　本学のアクティブラーニングは協同学習と
呼ばれる教育方法を軸に進められてきた註2。
CETL開所以来16年間に、国内からは前述
の杉江修治教授をはじめ、安永悟久留米大
学教授など、国外からは（招聘順に）Spencer…
Kagan博士、Yael…Sharan女史、David…&…Roger…
Johnson博士、Lynda…Baroche博士など、数多
くの協同学習研究者から指導を受けてきた。こ
うした継続的な導入･普及の取り組みもあって
か、学生による授業アンケートにおいては、ほ
ぼ8割の科目において能動的な学習の機会が提
供されている、という結果が出ている。こうし
た成果をもとに、本学は2014年度大学教育再
生加速事業（AP）に採択され、現在、アクティ
ブラーニング型授業の質的向上と成果の可視化
に取り組んでいる。
２．個人芸からプログラムへ
　本学ではCETLを中心とした組織的なアク
ティブラーニング導入の取り組みを受け、各学
部で先生方が自身の授業改善に挑戦している。
それはすでに、個々人の努力を超えて、カリ
キュラム･デザインの視点から学部レベルで検
討される段階に至っている。
　先行する経済学部では、経済学の基礎を通常
の授業に加え、平行する形で英語でも学ぶプロ
グラム（International…Program、通称IP）が10
年以上の実績を積んでいる。IPでは、様々な
グループ課題を組み込んだアクティブラーニン
グが、もはや当たり前のこととして実施されて
いる。AP事業における先導学部として新たな
改善の先頭を行く経営学部では、1年前期の基
礎演習からグループワークを取り入れ、後期に
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グループ演習をおき、初年次段階から学生の能
動性開発に力を入れてきた註。なお2014年度
カリキュラム改定に伴い、現在は、グループ演
習に代えて2年前期に人間主義経営演習を新設
し、アクティブラーニング型授業を用いてコー
ス別履修の基礎固めを行っている。
　その他の学部でも、たとえば1年次から4
コースに分かれるカリキュラムを導入した法学
部は、1年次前期に基礎演習、2年次前期に演
習Iと、アクティブラーニング型の授業展開が
容易な少人数授業を必修化している。加えて、
2年次以降、いずれの年次でもワークショップ
やインターンシップといったアクティブラーニ
ングを前提とする科目をすべてのコースに用意
している。
　専門性の深化に向けて、履修上の多様な選択
肢を提供する文学部では、学部共通の基盤プ
ログラムとして1年次前期にアカデミック･ス
キル基礎、2年次前期にアカデミック･スキル
応用を必修化している。ここでもディベートや
プレゼンテーションなどアクティブラーニン
グを促す学習課題を用いた授業の工夫がなされ
ている。特に、AP事業として実施されている
授業設計合宿研修にはアカデミック･スキル基
礎担当教員が優先的に参加しており、アクティ
ブラーニングを組み入れた授業づくりについて、
学部共通の理解を図っている。
　平成28年7月に開かれた第2回教育フォーラ
ムでは、理工学部と経済学部および教育学部の
取り組みを紹介した。理工学部では1年次前期
後期に通年の形でプロジェクト･スタディーズ
A/Bを、さらに年次前期後期に同じく通年の
形でケーススタディ I/IIを必修科目として設置
している。経済学部ではIPプログラムだけで
なく、1年前期の基礎演習でコミュニケーショ
ン力を伸ばすグループ活動を多用し、LTDな
ど上級年次でも用いられる学習法の体験も促し
ている。教育フォーラムでは、基礎演習で学ん
だLTD学習法を2年次配当科目「開発と貧困の
経済学」で活用している例を取り上げたが、1
年次に学んだアクティブラーニングの手法を上
級年次で繰り返し活用することで、アクティブ
ラーニングに期待される汎用的能力の育成が進
むと考えられる。教育学部では「学校インター
ンシップ」という体験学習の前提として、「学
校研究」の履修を義務付けている。これら学
部の事例および新しい入試制度について、次節
では各報告を筆者がまとめる形で詳しく紹介す
る（各事例報告で、報告者から当日提示された
主要なスライドは資料として論末にまとめて示
す）。
３．フォーラム紹介事例
3-1．経済学部「開発と貧困の経済学」とLTD
　経済学部は本学において組織的にLTDを取
り入れた最初の学部である。一時期（2004年～
2007年）は、学部教員全員が基礎演習でLTD
を実施しており、今でも複数の教員がLTDを
活用している。今回事例報告いただいた高木功
教授はその体表的な方である。
　高木教授は自身の専門演習（2 ～ 4年次生、
各15名程度）、英語による授業「Japan…in…Asian…
Economy」（留学生・日本人学生混合、学年混
合、8 ～ 15名程度）など小規模クラスだけで
なく、「人間主義経済学」（100名程度）、「開発
と貧困の経済学」（10名程度）といった大規
模クラスでもLTDを導入している（高木スライ
ド5～ 11参照）。今回は、2年次配当のコース
選択必修科目「開発と貧困の経済学」での実際
について紹介いただいた。
　まず注目したいのは、大学教育の目標の一つ
として、自律的、能動的な学習者の育成を位置
づけた上で、そのための教育方法としてLTD
を導入している、と宣言された点である。科目
の目標にとどまらず、大学や学部の教育改善を
意識してアクティブラーニングの一つ、LTD
を用いるという発想は、まさに経済教育プログ
ラムの一部として自身の科目を意識している証
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であろう（高木スライド,4参照）。
　次に、その効果を理解度や授業外学習時間に
関するアンケートで点検している。対象にした
授業は2015年後期に開講したもので、この学
期では10月、11月、12月とほぼ1 ヵ月おきに
計回のLTDが行われた。LTDのディスカッ
ションを有意義と感じる学生が９割以上であり、
回数を重ねるごとにその割合は高くなっている。
また、通常の授業回では授業外学習時間が1時
間に満たない学生が8割程度いるが、LTDが
行われる授業回では、1時間未満は1割程度に
なり、4時間前後がもっとも多くなっている（高
木スライド12から17参照）。このように、授業
外での学習と有意義なディスカッションがセッ
トになって、学生の学習を深めている。高木は
こうしたLTDの効果として、次の8点を挙げ
ている（高木スライド18参照）。
1.…テキストを読み込むという基本的な学習
スキルの習得
2.予習という個別学習の習慣化
.新たな知識の定着と批判的思考能力を涵
養
4.新たに得た知識を、自身の生活や経験に
適用する作業の意識化により、知識の価
値を確かめ、批判的評価力を涵養
5.共通の話題・テキストに対する多様な視
点や考え方の習得
6.コミュニケーション力、論理構成力、説
得力の鍛錬
7.グループの仲間への貢献により協同学習
の喜びを経験
8.他者や他者の見方に対する尊重の姿勢を
涵養
3-2．理工学部とプロジェクト･ベース･ラー 
　　　ニング（PBL）
　理工学部では文系学部で開講されている基礎
演習に代わって、コンタクトグループという少
人数の学生を一人のアドバイザー教員が担当す
る仕組みを取り入れている。授業枠を使わず、
教員が必要に応じて学生を集め、大学生活への
適応をサポートしている。加えて、初年次の導
入教育として、「プロジェクトスタディーズ」
というＰＢＬ科目を必修化している。この科目
は十数名の教員が担当しているが、今回の事例
報告は、代表して崔副学部長にお願いした。
　理工学部の中でも情報システム工学科では、
コンタクトグループとはメンバーの異なるチー
ムを作り、レゴブロックで作られた車を自動走
行させるプログラムを、試行錯誤しながら作る
という、入学間もない学生にとってハードル
の高い課題に取り組ませている（崔スライド
～ 5，10参照）。また、共生創造理工学科では、
パスタを使った橋づくりを課題としている。
　この科目は、入学当初からグループで一つの
課題に取り組ませることで、①協調性と礼儀を
身につけさせる、②企画性、論理的でポジティ
ブな思考を身につけさせる、③大学生活に慣れ、
スムーズな人間関係を築かせる、ことを目標と
している。また、取り組みのまとめや成果報告
を通じ、Word，Excel，PowerPointの活用を
促し、基礎的なコンピューターリテラシーを身
につけさせることを狙っている（崔スライド2
参照）。特に、設計企画、中間報告、成果報告
という回のレポート課題がPDCAサイクルを
回すことになり、「自主的で自立的に学習」す
る態度形成に役立っている（崔スライド6 ～ 9，
11参照）。
　理工学部では実験系科目を多く、作業中心の
授業は表面的にはアクティブラーニングしてい
るよう見えやすい。しかし、自主的に課題に
取り組み、主体的に考える姿勢や態度は、PBL
のようにきちんと設計されたアクティブラーニ
ングを体験させることで磨かれていく。
3-3．新たなAO入試とLTD
　本学では経済･経営学部の先生方を中心に、
LTDを組み込んだ授業を試みる先生方は少な
くない。LTDは課題文献を深く確かに読解す
る作業をグループで行う授業方法である。活字
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離れが進み、読書力が不足する学生は本学にも
在籍している。専門書を読む力を養うこと自体
を目標の一つに据えることも初年次教育では重
要であろう。そのためにもLTDのように、一
つの教材の理解をグループとして深めていくア
クティブラーニングは、全学的に広げていきた
い。その際、LTDのようなグループ学習に効
果的に取り組むためのスキルや態度を持つ学生
が多いほど、そうしたアクティブラーング型授
業は充実したものになるだろう。そのためには、
入学段階から、そうした資質の高い学生を選抜
することが効果的である。
　折しも始まった入試改革の流れを受け、上述
のようなカリキュラム設計上の要請も踏まえ、
本学はAO入試の再導入を決定した。そこで新
たなAO入試制度について、山岡アドミッショ
ンズセンター長に解説いただいた（山岡スライ
ド11参照）。
　具体的には学力の要素を多面的・総合的
に評価する方法として、LTDに準ずる学習
活動を実際に課し、その活動（パフォーマン
ス）を評価対象に加える入試（Performance…
Assessment… of… Students'… Competency… for…
Active…Learning、略称PASCAL）を設計した
（山岡スライド2～ 7参照）。中教審が例示す
る、小論文、面接、グループディスカッション
（＝LTD学習）を含む複合的な選抜方法であ
る。これは平成28年度入試から当面、経済・
経営・法・文・教育・看護学部の6学部、合わ
せて100名の募集規模で開始する（山岡スライ
ド8参照）。
　本学におけるアクティブラーニング推進の上
で、この入試制度導入には３つの大きな意味が
ある（山岡スライド12参照）。一つ目は本学が
実施するアクティブラーニングに高い適性を
持つであろう新入生が増えることで、初年次
教育プログラムの効果が高まる。言い換える
と、LTDなど質の良いグループディスカッショ
ンのけん引役となる学生が増えることで、あま
りグループ活動が得意でない学生も引っ張られ
て活動に前向きになることが期待できる。二
つ目は、PASCAL入試において、LTD活動を
評価する試験監督には、かなりの教員の参加が
必要になる。今までLTDを見たこともない教
員にとって、実際のLTDを注意深く観察する
機会は貴重であろう。そうした教員がグループ
ディスカッションを授業に取り入れる際の参考
になるに違いない。三つ目は、本学自体という
より、広く高校教育に向けてのアピールである。
LTDという読解力を伸ばす教育方法に対する
高校の側の意識が高まるならば、本学も含め、
日本の大学教育にとって望ましい学習力を持つ
受験生が増えることになろう。高大接続の教育
改革にとって、大学側から高校側への授業方法
に関する注文は必要なことであろう。
3-4．「学校研究」と２つの手法
　教育学部は教育学科と児童教育学科の2学科
体制である。教育学科は2014年度からスター
トした現行のカリキュラムにおいて、週2回
単位の科目を2年次から年次にかけての4学
期に1つずつ配置し、講義と演習を組み合わせ
たアクティブラーニング･ベルトをカリキュラ
ム上に敷いた。一方、児童教育学科は教職課程
の要請から履修すべき科目が多く、アクティブ
ラーニングに十分な時間が割きにくいのが現状
である。そこで、「学校インターンシップ」と
いう体験学習の機会を用意しているが、その機
会を確かな学びにつなげるための、架橋科目と
して「学校研究」を開設した。この科目は、「学
校インターンシップ」履修のための前提科目で
ある（関田スライド2，5参照）。
　筆者が担当する「学校研究」では学期を通じ、
「ケース学習法」を5回、「ジグソー学習法」
を4回、交互に実施している。ケース学習法で
は、学校現場で生じる様々な問題を簡潔にまと
めた資料を事前課題として与え、予習として各
自でその解決法を考えてさせる。授業時には、
各自の解決案を持ち寄り、その有効性･妥当性
を相互検討し、最終的にグループとしての解決
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法や対策をまとめ、それをクラスで交流させる
（関田スライド4参照）。
　ジグソー学習では、予習段階で中教審の答申
を分担して読み解き、授業時には各分担部分に
ついてグループの仲間に解説する活動が主にな
る。きちんと解説し、グループとしての理解が
十分なものになったかどうか、当該答申の理解
を前提とする設問を授業後半に与え、グループ
として回答させている（関田スライド参照）。
　どちらも予習の質と量が、授業時の活動の成
否を左右することになり、自主的な学びを促す
ことになる。チームとして活動することが当た
り前となる学校現場に、インターンとして参加
する上で、学生自身の問題意識を高め、他者と
のコミュニケーションに開かれた態度の形成は
重要である。
４．おわりに
　本稿では、第2回教育フォーラムで紹介した
アクティブラーニング実践事例を整理してまと
めた。ここで紹介したのは、授業自体は個人の
取組みであっても、それが学部や大学の教育方
針（ディプロマポリシー）を反映したカリキュ
ラムの一コマとして位置づくものである。
　ディプロマポリシーで謳う学習成果を達成す
るには、それぞれの科目が連動することが必須
である。専門的知識だけでなく、学習技能や学
習者としての主体性など、いわゆるコンピテン
シーの育成を視野に入れた大学教育に問われる
のは、個々の教員の努力をつなぐカリキュラム
デザインである。個々の教員がアクティブラー
ニングを進めることを前提としつつ、カリキュ
ラムとして学生を育てるからこそ、学習成果の
可視化が意味を持つ。本学はポリシーの見直
しやAP事業を通じて、そうしたカリキュラム
設計を確かにする取り組みを重ねているが、ま
だ道半ばである。本稿が、そうした取り組みの
理解に多少とも役立てば幸いである。
註
註1）このワークショップを機に協同学習に取
り組まれた先生方の実践のいくつかは、後に
杉江･他著（2004）『大学授業を活性化する方
法』玉川大学出版部に所収されている。
註2）筆者が2001年に『学生参加型の大学授
業』というタイトルで翻訳出版した本の原
題はActive…Learning:…Cooperative…Learning…
in…College…Classroomsである。学生参加型と
訳した協同学習をベースとするアクティブ
ラーニングの導入については、種々のワー
クショップ開催を経て、2004年に教育学部
の教員･学生向けの研究誌『創大教育研究』
で、その意義を解説している。さらに、2005
年の第３回FDフォーラム第四分科会で「ア
メリカの大学で使われる協同学習法」のテー
マの下、本学の教育理念と協同学習法の関
係について言及した。これらを踏まえて応
募した取り組み『協同教育の先進的国際セン
ターを目指して』が、2006年に文科省の補
助金事業「大学の国際化推進プログラム」に
採択され、全学的取り組みとして認知され
た。なお、この国際センター構想は、平成
25年度に採択された私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業の一環として、2016年夏、C
棟5階に協同教育研究開発センター（Center…
for…the…Study…of…Cooperation…in…Educational…
Development）が開所され、一つの結実をみ
ている。
註）経済･経営両学部の取り組みは、アク
ティブラーニングの先導的事例として河合塾
（2011）『アクティブラーニングでなぜ学生
が成長するのか―経済系・工学系の全国大学
調査からみえてきたこと』東信堂に紹介され
ている。
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ᡂᯝሗ࿌䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁
ྛ䜾䝹䞊䝥 Ⓨ⾲10ศ䚸㉁␲ᛂ⟅5ศ
୺䛺Ⓨ⾲ෆᐜ
• 䝏䞊䝮䛾᪉㔪䜔ᡓ␎䚸ᢏ⾡ⓗᕤኵ䛻䛴䛔䛶䛾ㄝ᫂
• ➇ᢏ⤖ᯝ䜔᪉㔪䛾ศᯒ䚸⪃ᐹ
༞◊Ⓨ⾲䛺䛹䛸ྠᵝ䛻䝣䜷䞊䝬䝹䛺ᙧᘧ䠄䝇䝷䜲䝗䚸Ⓨ⾲ែᗘ䠅
ᩍဨ䚸TA䛜ྛ䜾䝹䞊䝥䜢᥇Ⅼ
崔スライド
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パスカル入試の概要
●導入年度 2018（平成30）年度入試から
（2017年実施の試験から導入）
⇒現高校2年生から受験が可能に
●出願資格 高校3年生、既卒1年、評定平
均3.5以上、学部が定める資格など
●募集定員 100名（予定）
●実施予定学部 経済学部、経営学部、法学部、
文学部、教育学部、看護学部
※国際教養学部、理工学部は実施しない。
1
パスカル入試の選考方法・時期
●選考方法 二段階選抜
第一次選考 2017年8月出願開始
自己推薦書、調査書等による書類審査（9月中旬）
240名を選抜
第一次合格発表：合格者に予習教材を提示（9月下旬）
第二次選考 創価大学会場にて実施（10月中旬）
①予習教材に関するグループワーク（LTD）
②小論文 ③面接
100名を選抜
最終合格発表 （10月下旬）
2
・
LTD 話し合い学習法とは
• Learning Through Discussion
• 提唱者 W.F.Hill(1962), Rabow et al.(1994)
• 問題意識 大学教育に対する危機感
学びに対する学生の失望
受動的な学習態度、理解より記憶
• LTDの目的：真の学びの追求
自己学習能力、学習スキルの育成
学生の内発的な力
＝創価教育学の目的と共通
3
L グループワーク（LTD）の構成（案）
• PASCAL入試用の変則７ステップ
St.1 ウォーミングアップ(6分)
St.2 語彙の理解（3分）
St.3 主張の理解（6分）
St.4 話題の理解（5分）
St.5 知識の統合（10分）
St.6 課題の討論（15分）
St.7 結論の作成（10分） 計55分
4
( ) （ ）
評価対象として着目するコ
• 自分の実感や体験に基づいて対話する。＝主体性
• 社会通念や常識にとらわれず、常に新しい了解へと向
かう。＝主体性
• 自他の意見の変容可能性を常に開いている。＝主体性
• 他者に対する先入観を持たない。＝多様性
• 他者との対立やズレを積極的に見つけて展開する。＝
多様性
• 参加者はすべて対等である。＝協働性
• 相手の語る言葉そのものを問題にする。＝協働性
• 他者の質問や疑問に対応する。＝協働性
5
評価対象として着目するコンピテンシー パスカル入試の背景と意図
LTDは大学における学習の基本スキル習得に有効
初年次段階で導入したい
学習力低下により、プレLTDセッションが必要になっ
ている
←LTDが成果を上げるまで、時間がかかる
←LTDの準備ができている学生が多いほど、ス
ムースに進む
初めからLTDのレディネスの高い学生を選抜したい
したがって
ところが
なので
経済・経営を中心に、文学・教
育・法学の一部でも導入されて
いる
成果を確かにするために、導入
方法の工夫と機会継続を意図し
た初年次教育の再構築を進める
必要がある
入学後には、必ずパスカルで評
価した学習力を活かす場を設け
る
選抜方法と入学後の教育内容・活動が連動するように、カリキュラム編成を行うべき
本学の教育改革の起点としてのパスカル
パ 入試の背景と意図
山岡スライド
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•
•
1
45 小学校女 5年1
授業中にも私語が目立ちはじめ
B B
B
行く始末でした A B
それでもトイレに行くのは A
トイレは休み時間に行っておきなさい 決まり文句を単に学級内で話すだけでした
1学期の終わり頃から頻繁に見られていましたが A
2 収拾がつかない状態になってしまいました
学級は落
以下省略
•
•
•
•
•
•
•
•
関田スライド
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